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(57)【要約】
【課題】  走査速度の変更によるモータのトルク変動が
緩やかな超音波診断装置を提供すること。
【解決手段】  超音波振動子を走査するモータの目標回
転速度を表わす信号を入力してモータを制御するための
速度指令信号を出力する信号発生部１８において、Ｄ／
Ａコンバータ２６と積分回路２８とＶ／Ｆコンバータ３
０とを順に接続した回路を備える。積分回路２８により
速度信号の切換前後の速度差が大きい場合でもその速度
変化を緩やかに行う制御をするための速度指令信号を生
成できる。さらに、積分回路の時定数を可変にし、時定
数切換ユニット３６によって速度変化の大きさに応じて
適切な時定数を選択する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波ビームの方向を走査するためのモ
ータと、
前記モータの目標回転速度を表わす速度信号を入力し、
当該速度信号に基づいて前記モータの回転を制御する制
御信号を出力する制御回路と、
を備え、
前記制御回路は、入力した前記速度信号の急峻な時間変
化を緩和する積分回路を含むことを特徴とする超音波診
断装置。
【請求項２】  請求項１記載の超音波診断装置におい
て、
前記積分回路の緩和の度合いを規定する時定数は可変で
あることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】  請求項２記載の超音波診断装置におい
て、
入力される前記速度信号の時間変化の大きさに対応して
前記時定数を切換える切換手段を備えることを特徴とす
る超音波診断装置。
【請求項４】  超音波ビームの方向を走査するためのモ
ータと、
前記モータの目標回転速度を表わすディジタル信号を速
度信号として入力し、当該速度信号に基づいて前記モー
タの回転を制御するパルス信号を制御信号として出力す
る制御回路と、
を備え、
前記制御回路は、
入力されたディジタル信号をアナログ信号に変換する第
１変換回路と、
前記第１変換回路により変換されたアナログ信号を積分
する積分回路と、
前記積分回路により積分された信号電圧に対応した時間
間隔のパルス信号を出力する第２変換回路と、
を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波診断装置に関
し、特に超音波ビームを走査するためのモータの制御回
路を備えた超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】医療の現場では、生体に対して超音波ビ
ームを走査し、２次元、又は３次元の超音波画像を生成
し、その画像を診断や手術等に利用している。機械走査
式の超音波診断装置は、超音波を送受波する振動子と、
振動子を走査するためのモータと、モータを制御するた
めの制御部とを含む。制御部は、所望の走査モード、表
示レンジ、及び走査線密度に対応した走査速度（例え
ば、単位時間あたりのフレーム数）を指令するための信
号を発生する信号発生器と、モータの回転速度を検出す
るエンコーダとを備え、信号発生器からの信号とエンコ
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ーダにより検出されたモータの回転速度とを比較してモ
ータの駆動を制御する。
【０００３】従来、信号発生器により出力される指令信
号は所定の周波数をもったパルス信号からなる基準クロ
ック信号とそのクロック信号を分周したものを利用して
生成されるものが知られている。速度を細かく設定する
場合は、異なった周波数のクロック信号を複数使用し、
各クロック信号を分周する。走査モード等を変更して画
像を見たい場合は、上記の指令信号を切換えて、各走査
速度に応じたモータの制御をしていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、切換前
後における走査速度の差が大きい場合、モータの回転速
度が急激に変わってしまう。そのような場合、モータの
急峻なトルク変化の反動が手に衝撃として伝わってしま
い、例えば、超音波探触子を直接手で操作する必要があ
る場合は、その操作性を損なう可能性があった。
【０００５】また、フレームレートを細かく設定する場
合、複数の基準クロック信号を使用するので、信号発生
器の構成が複雑になるといった問題があった。
【０００６】本発明は上記課題に鑑みてなされたもので
あり、その第１の目的は走査速度を変更してもそれによ
るモータのトルク変動が緩やかな超音波診断装置を提供
することにある。
【０００７】また、本発明の第２の目的は構成が簡単で
走査速度を滑らかに設定できる超音波診断装置を提供す
ることにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明に係る超音波診断
装置は、上記目的を達成するために、超音波ビームの方
向を走査するためのモータと、前記モータの目標となる
回転速度を表わす速度信号を入力し、当該速度信号に基
づいて前記モータの回転を制御する制御信号を出力する
制御回路と、を備え、前記制御回路は、入力した前記速
度信号の急峻な時間変化を緩和する積分回路を含むこと
を特徴とする。
【０００９】上記構成によれば、目標となる回転速度を
変更する場合において、入力する速度信号を時間的に急
峻に変化させた時に、積分回路によりその時間変化を緩
和し、前記速度信号に比べて時間的に緩やかに変化する
制御信号を出力することができ、この信号に基づいて制
御を行えばモータの回転速度を緩やかに変更することが
できる。
【００１０】望ましくは、前記積分回路の緩和の度合い
を規定する時定数は可変であることを特徴とする。望ま
しくは、入力される前記速度信号の時間変化の大きさに
対応して前記時定数を切換える切換手段を備えることを
特徴とする。こうすれば、例えば、速度変更における速
度差が大きい場合はそれに応じて大きい時定数を選択す
ることによりモータの回転速度をゆっくり変更すること
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ができるし、速度差が小さい場合は小さい時定数を選択
するか、積分効果を無効にするようにすればよい。
【００１１】本発明に係る超音波診断装置は、上記目的
を達成するために、超音波ビームの方向を走査するため
のモータと、前記モータの目標となる回転速度を表わす
ディジタル信号を速度信号として入力し、当該速度信号
に基づいて前記モータの回転を制御するパルス信号を制
御信号として出力する制御回路と、を備え、前記制御回
路は、入力されたディジタル信号をアナログ変換する第
１変換回路と、前記第１変換回路によりアナログ変換さ
れた信号を積分する積分回路と、前記積分回路により積
分された信号電圧に対応した時間間隔のパルス信号を出
力する第２変換回路と、を含むことを特徴とする。
【００１２】上記構成によれば、ディジタル信号を一旦
アナログ信号に変換して積分を実行するので簡単な回路
構成で走査速度を滑らかに変更することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の好適な実施の形態
を図面に基づいて説明する。
【００１４】図１には、本発明の実施の形態に係る機械
走査方式の超音波診断装置１０の全体構成が示されてい
る。超音波診断装置１０は、超音波を送受波する振動子
１２と、振動子１２を走査するためのモータ１４と、モ
ータ１４を制御するための制御ユニット１６とからな
る。
【００１５】制御ユニット１６は、目標回転速度を表わ
す速度信号を入力して、制御用の指令速度を表わす速度
指令信号を出力する信号発生部１８と、モータ１４の回
転速度を測定し、実測された速度情報をフィードバック
信号として出力するエンコーダ２０と、速度指令信号と
フィードバック信号とを比較し、その結果に基づいてモ
ータ１４を駆動するための信号を出力する比較部２２
と、比較部２２からの信号に基づいてモータ１４を駆動
する駆動部２４とから構成される。
【００１６】信号発生部１８に入力される速度信号はデ
ィジタル信号である。例えば、０．１フレーム／秒の刻
みで速度変化させる場合は、上記ディジタル信号として
１０ビットのものを使用すれば、１００フレーム／秒の
速度まで速度変更することができる。
【００１７】信号発生部１８は、後述するように積分回
路を備えており、出力される速度指定信号の時間変化は
入力される速度信号の時間変化と比較すると緩やかなも
のとなる。比較部２２に入力される信号の時間変化が緩
やかなため、比較部２２の信号に基づいて行われる駆動
部２４によるモータ１４の回転速度の変更もスムーズに
行われる。それゆえ、急峻な回転速度変更による急なト
ルク変化を抑えることができ、探触子（図示せず）を持
って診断を行う場合でもその操作性を損なうようなこと
はない。例えば、速度信号を３０フレーム／秒から１５
フレーム／秒に変更するような場合、積分回路の時定数
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を２～３秒に設定すれば、探触子に反動を感じること無
く超音波ビームの走査速度を変更することができる。
【００１８】駆動部２４によるモータ１４の制御は電圧
又は電流いずれの方式で行ってもよい。また、本実施形
態において、比較部２２において回転速度に関する信号
の比較が行われているが、回転角度に基づくようにして
もよい。
【００１９】図２には、信号発生部１８の構成が示され
ている。信号発生部１８は入力されたディジタル信号を
アナログ変換するＤ／Ａコンバータ２６と、入力された
アナログ信号を積分する積分回路２８と、入力された信
号電圧の値に対応した時間間隔のパルス信号を出力する
Ｖ／Ｆコンバータ３０と、所定の時間内に入力されたパ
ルス数をカウントし、その値を出力するカウンタ３２
と、カウンタ３２によるカウント値に比例した速度を表
わす信号を速度指令信号として比較器に出力する指令信
号生成部３４とが順に接続されて構成される。信号発生
部１８はさらに、時定数切換ユニット３６を含んで構成
される。
【００２０】切換時の速度信号の速度差が大きい場合、
Ｄ／Ａコンバータ２６により出力されるアナログ信号の
時間変化は急峻なものとなるが、その急な信号波形の変
化は積分回路２８により緩和される。緩和の度合いは積
分回路が有する時定数によって規定されるが、本実施形
態においては該時定数は可変である。例えば、可変抵
抗、可変容量コンデンサ等により構成された積分回路、
またそれぞれ異なった時定数を有した複数の積分回路等
が本発明に係る積分回路の態様に含まれる。後述するよ
うに、時定数切換ユニット３６により、速度信号の変化
に応じてそれら時定数のうち適切なものが選択される。
【００２１】積分回路２８からのアナログ信号はＶ／Ｆ
コンバータ３０により入力電圧に応じた時間間隔のパル
ス信号に変換される。Ｖ／Ｆコンバータ３０の入力信号
の信号電圧は緩やかに変化するので、出力パルスの間隔
は切換前の速度信号に対応したものから切換後に対応し
たものまでゆっくりと変化する。それに応じて、所定時
間内にカウンタ３２により計数されるパルス数もゆっく
りと変化していくので、結果として指令信号生成部３４
からの速度指令信号が表す速度変化も緩やかなものとな
る。なお、カウンタ３２は指令信号生成部３４が速度指
令信号を変更するごとにリセット信号を受けてカウント
数をリセットするように設定される。
【００２２】時定数切換ユニット３６は、メモリ３８
と、比較判定部４０と、時定数選択部４２とから構成さ
れる。
【００２３】メモリ３８は、信号発生部１８に時間的に
順次入力される速度信号を読み込んでその値を一旦記憶
しておく。比較判定部４０は上記順次入力される速度信
号とメモリ３８に記憶された速度信号とを読み込んで両
者の値を比較する。ここで、メモリ３８から読み込まれ
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る速度信号は、それと同時に入力される速度信号よりも
以前に信号発生部１８に入力されたものであり、両信号
の時間間隔は適宜設定される。
【００２４】比較判定部４０は両者の速度差の大小に基
づいて特定の時定数を表わす信号を出力する。時定数選
択部４２は比較判定部４０からの信号を受取ると、その
信号に対応した積分回路２８の時定数を選択する。比較
判定部４０は、速度差に比例して時定数を大きく設定す
るための信号を生成する。こうすれば、速度差に対応し
てなだらかに変化する速度指令信号を生成できる。比較
判定部４０から出力される信号はアナログ信号であって
も、ディジタル信号でも構わない。
【００２５】以上述べたように、本実施形態にかかる超
音波診断装置１０においては、アナログ積分回路２８に
より速度変更時に切換前後の速度差が大きい場合でもそ
の速度変化を緩やかに行う制御をするための速度指令信
号を生成できるので、モータのトルク変化も緩やかに行
うことができる。また、積分回路の時定数を可変にし、
さらに時定数切換ユニット３６によって速度変化の大き
さに応じて適切な時定数を選択することができる。ま
た、Ｄ／Ａコンバータ２６と積分回路２８とＶ／Ｆコン
バータ３０とを組み合わせてディジタル信号の積分を一*
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*旦アナログ信号に変換することで簡単な回路構成で速度
変化を緩やかに制御する信号を生成できる。必要に応じ
てビット数を変更すれば適切な切換ステップで速度変化
を実現できる。もちろん、上記の処理をディジタル的に
行うことも本発明の一態様である。
【００２６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば走査
速度の変更によるモータのトルク変動が緩やかな超音波
診断装置を提供することができる。また、走査速度を細
かく設定できしかも構成が簡単な超音波診断装置を提供
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施の形態に係る超音波診断装置の
全体構成を示すブロック図である。
【図２】  信号発生部の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
１０  超音波診断装置 、１２  振動子、１４  モー
タ、１８  信号発生部、２０  エンコーダ、２２  比較
部、２４  駆動部、２６  Ｄ／Ａコンバータ、２８  積
分回路、３０  Ｖ／Ｆコンバータ、３２  カウンタ、３
４  指令信号生成部、３６  時定数切換ユニット、３８
  メモリ、４０  比較判定部、４２  時定数選択部。

【図１】
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要解决的问题：提供一种超声波诊断设备，该设备中由于扫描速度变化
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转速，并输出用于控制电动机的速度指令信号，其中设有D / A转换器26
和积分电路28。 V / F转换器30顺序地连接。 即使在速度信号的切换前
后的速度差较大，积分电路28也可以产生用于缓慢地控制速度变化的速
度指令信号。 此外，使积分电路的时间常数可变，并且时间常数切换单
元36根据速度变化的大小选择适当的时间常数。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/b578b32a-07b9-4f4d-9388-04de0d9ba546
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018960619/publication/JP2002301067A?q=JP2002301067A

